
地域連携教員の設置に関する指針

（平成 26年２月 14日栃木県教育委員会教育長決裁）

第１ 目的
各学校に地域連携に携わる教員を「地域連携教員」として設置することにより、学校

と地域が連携した教育活動を、生涯学習の視点から効果的・効率的に展開することを目
的とする。

第２ 対象
本指針の対象校は、栃木県内の公立学校（小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、

特別支援学校）とする。

第３ 指名
地域連携教員は、対象校の教職員であって、次に該当する者のうちから、所属校の校

長が指名し校務分掌に位置づける。
(1) 社会教育法（昭和 24 年法律第 207 号）第９条の４に規定する社会教育主事の
資格を有する者

(2) 校長、教頭でない者
(3) 学校の状況により、(1)(2)の要件を満たす者を指名できない場合には、教頭も
含め以下の要件を満たす教員を指名する。
① 地域と関わる教育活動に積極的に取り組み、力を発揮していると認められる
者又は学校と地域との連携において優れた実践力を有すると認められる者

② 学校と地域との連携の重要性を十分に理解し、地域連携業務を推進する意欲
を有すると認められる者

第４ 職務
地域連携教員は主に次の業務を行うものとする。
(1) 学校と地域が連携した取組の総合調整に関すること
(2) 学校と地域が連携した取組の連絡調整や情報収集に関すること
(3) 学校と地域が連携した取組の充実に関すること

第５ 留意事項
(1) 地域連携教員は、前項の業務を行うに当たっては、教育基本法（平成 18年法律
第 120 号）その他の関連法令の趣旨を踏まえ、生涯学習の視点に立って行わなけ
ればならない。

(2) 校長は、地域連携教員が果たすべき職責を鑑み、校務上の調整、研修への参加、
その他の必要な配慮を行うよう努めるものとする。

第６ 任期
(1) 地域連携教員の任期は、指名された日の属する年度の末日までとする。
(2) 地域連携教員は、再任されることができる。

第７ その他
(1) 県教育委員会は、地域連携教員が十分に職務を遂行することができるよう、研
修その他必要な支援を講ずるよう努めるものとする。

(2) 県教育委員会は、地域連携教員の活動状況の把握に努めるものとする。
(3) 県教育委員会は、地域連携教員の設置に関して評価を行い、必要に応じて指針
の見直しを図ることとする。

第８ 委任
この指針の実施細目は、別に定める。

附 則

この指針は、平成２６年４月１日から実施する。
この指針は、平成２９年４月１日から実施する。


